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＜資産の種類＞

資産の種類に記入する数字

は次のとおりです。

１…構築物

２…機会及び装置

３…船舶

４…航空機

５…車両及び運搬具

６…工具、器具及び備品

＜資産コード＞

記入は不要です。

なお、資産を見分けるため

につけた独自の番号がある

場合等は、記入いただいて

も差し支えございません。

＜資産の名称等＞

増加した資産、増加してい

たが申告がもれていた資産

の名称を記入ください。

【注１】
名称が同じものが続く場合

でも、「同上」「〃」とはせず、

それぞれ記入ください。

【注２】
20字を超える場合は、名称

の省略をお願いします。

【注３】
漢字、数字、ひらがな、カタカ

ナ、アルファベット等を使用

し、左詰めで記入ください。

申告年度を記入ください。

＜所有者名＞

償却資産申告書（償却資産課税台帳）の

所有者氏名又は名称を記入ください。

種類別明細書（増加資産・全資産

用）のページ数を記入してください。
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１

＜増加事由＞

資産を取得した事由について、

次の該当する番号を〇で囲ん

でください。

１…新品取得

２…中古品取得

３…移動による受入れ

４…その他

※「その他」を選択した場合は、

摘要欄に具体的な内容を記入

ください。

＜摘要＞

当該資産にかかる次のような

特記事項がある場合は記入く

ださい。

(ａ) 前年前に増加していた資

産について申告がもれていた。
⇒本来申告するべき年度と「申告

もれ」であることの記入（※行番号

No16参照）。

(ｂ) 課税標準の特例及び非課

税、減免に該当する資産がある。
⇒その旨と適用条項等を記入（※

「特349の3①）」等）。

(ｃ) 他の市区町村からの移動

により受入れた資産がある。
⇒移動の年月とその市区町村名を

記入（※行番号No4参照）。

(ｄ) 耐用年数の短縮、中古資産

の見積耐用、増加償却を行って

いる資産がある。
⇒それぞれ「短縮」、「中古」、「増加

償却」と記入（※行番号No8参照）。

（ｅ) 合併等により受入れた資

産がある。
⇒その旨の記入（※行番号No11参

照）。

※上記（ａ）から（ｅ)に当てはまらな

＜数量＞

該当資産の数量を、「個」等

の単位をつけずに記入くだ

さい。

＜取得年月＞

年号 ・・・ 令和であれば「５」、平成であれば「４」と記入ください。

年月 ・・・ 資産を取得した年月を記入ください。

※令和７年１月１日に取得した資産は、行番号14及び15のように記入ください。

＜取得価額＞ 当該資産の取得価額を記入ください。

＜耐用年数＞ 当該資産に適用する耐用年数を記入ください。

※耐用年数は、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」に基づく

法定耐用年数を記入ください。

電子申告による提出を行う方以外は、

記入不要です。

※電子申告による提出を行う方は、

１８ページをご参照ください。


